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講演の内容 

 

胚性幹 (ES) 細胞は胚盤胞期の受精卵から樹立される幹細胞である。もともと個体を形成

する予定であった細胞に由来するため、あらゆる種類の細胞系譜への分化する能力 (分化

多能性) と高い増殖能を備えている。1998 年にヒト受精卵から ES 細胞が樹立されて以降、

失った組織や細胞を補充する医療 (再生医療) のソースとして注目を浴びている。しかし、

ES 細胞は全ての患者にとって他人由来の細胞であるため移植後の拒絶反応が懸念される。

また樹立時に受精卵を利用するという倫理的問題も常に付きまとう。これらの問題点がES細

胞を用いた再生医療の実現に置いて高いハードルとなっていた。 

これらの問題を克服する可能性の一つとして、体細胞に既知因子を導入することによって

ES細胞に似た細胞を作製する技術が開発された。この技術は拒絶反応、ヒト胚の利用といっ

た ES 細胞の抱える問題を克服しうる。しかし、移植医療に用いるためには作製された細胞が

本当に安全なものであるのかを徹底的に検証する必要性がある。この技術によって作り出さ

れた多能性幹細胞は iPS 細胞と呼ばれる。しかし、現状驚異的なスピードで研究が進展して

おり、iPS細胞といっても様々な種類が存在する。どのような方法を用いて、どのような細胞か

ら作製するのが最も良いのか?この疑問に答えるべく、現在安全性の評価系構築を行ってい

る。本発表では iPS 細胞が抱える課題とその解決を目指した取り組みについて紹介する。 
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